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長さ l の線分の両端の点を、 )(),(),,( 22 qpqqQppP  とする。 ),( yxM とすると 
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y が最小になればよい。
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1l のとき 0441 22 ≧xlx   

増減表より、 )(xf は 0x のとき最小値
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1
をとる。 

 

1l のとき )12)(12(41 2  lxlxlx  

増減表より、 )(xf は
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以上により、求めるM の座標は 1l のとき 
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